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長され、処理の完了期限は、事業地域によって異なりますが最後は平成 36 年 3 月まで
とされています。なお、PCB 処理の背景には、環境残留性有機汚染物質（POPs）の国




濃度ですが、数十 ppm 程度の低濃度の含有となるいわゆる低濃度 PCB 廃棄物なる液状・
固体状廃棄物が膨大な量存在します。これらに対しては、一定の技術的基準を満たす焼
却処理や洗浄処理等が施設の認定を経て認められていますが、量に照らすと一層の処理
の加速が必要です。このように、広く社会に分布した負の遺産の処理にはさまざまな面
での課題が生じます。技術面だけでなく、行政制度や実際の施策についての問題を伴い
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ます。 
PCB に匹敵するような量と問題をもつ有害物質はいまのところ見当たりませんが、あ
る有害物質が規制されると代替物質が適用され、これがまた新たな課題を持つことはオ
ゾン層破壊のフロンで経験をしています。処理技術の開発だけでなく、有害物質となる
ことを物質の設計段階で予測・回避する科学的知見、有害性をいち早くかつ容易に見出
す（モニタリングする）技術、あるいは政策的な意思決定手法等、知恵が求められるこ
とは山ほどあります。過去の苦い経験の蓄積から、今後の賢明な環境制御をなし得るも
のと期待しています。 
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